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芳田先生か ら私の附記に対するど感想を頂 きま した.先生の い われる ように

水かけ論と思いますが､私の考える問題の焦点は発生のそれ と違 い ますのでもー

うー度それについてのべたLFlと思います｡電子 をフェル ミ面の外 に限 る とい う

考え方は､ス ピンのダイナミカルな性質 によって フェル ミ統計 が きいて くると

いう摂動計算の結果に塞いていますoこの考え方は電気境抗の高 次.の計算 をす

るのに始めて用い られ､有用であることがわか bましたが (J･Rondo:Prog･

Theor･Phys･34 (1965)204)､ この考え方か らboun d Stateが生ずると

いうのはOooperの理論から考えてむ しろ トリビアルと考えます｡ この論文で

はスピンのダイナミカルな性質 とフェル ミ統計が bound､stateの問 題 に由 し

て は ど の よ う に 表 わ されるか を問題に しています.そ して Singleも stateは

7 エ ル ミ 面 の 近 ( に ト ラ ッ プされるとい う考え方を提案 したわけで､これによ

っ て b o u n d s も a t e に 対 す る 物 理 的 な p i c も u r e が か な b 草野 ら か に な っ た もの

と 私 は 考 え て い ま す ｡
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